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イま し 乃` き

束奈良道跡の発ケとは、1昭湘」46子 r、 道跡内を南北に流れる、小 ||1水路の改修 li

事によって、人壁の上器や石器が出土したことに始まりました.

その後、万国博覧会の開催に合せて、阪tt電鉄京都線に南決木剛(が新設され

それまで静かな水IH地帯であった一帯は、t(速 に宅地化が進み、現在では人べ

ッドタウンの様相さえ/1kす までになりました。

これらの開発に先立って、決木市教育委員会では人阪府教育委員会とともに、

束奈良遣働(調査会を組織し、各種の開発に先 llつ た携1調査を実施してきたぃ

今ll W市結1施行30周 年を記念して茨木 |デ史の復刻版が発刊されることになり、

これを機会により多くの方々に束奈良遺跡を知っていただくため、現 rにまでの

調査の結果を写真によってf,とり〕してみましたぃ

今後より多くの方々に利用していただくとともに逃跡の保存について一層の

ご援助とご指導を願えれIfi捧いと存じます r

‖召下田53t「 11月 3「 |

束奈良遺跡調査会型申:長

小  野  排 二 郎

東奈良遺跡全景 (西から)





柱穴や溝 の遺構

跳在までの調査の結果、東奈良遺跡では、すでに縄文時代の前期に人々がそ

の足跡を残している。小さな土器片しか出上していないが、その後も引き続き

人々が住んでいたことは、縄丈時代中期の石棒が出土していることからも明ら

かである。

大規模な村としての形態を整えるのは、弥生時代になってからである。

住居の跡とみられる多くの柱穴や溝などが発見されており、すでに弥生時代

の前期にはこの地域に米つくりを生活の基盤とする村ができていたことが明ら

かとなっているn
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貯蔵穴か ら出上 した鍬 。鋤

当時の水田は、堅いカシの木で作った鍬や鋤で耕された9

住居の周囲には、乾いてヒビ省」れしないように、鰍などの未製品を水づけに

しておく貯蔵ク(が掘られている。
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弥生時代前期の方形周溝墓

弥生時代には、周囲に溝をめぐらせた「方形周溝来」がつくられ、人人は木

備、幼児は斐や壺が棺として使用された。

東奈良遺跡では、弥生時代前期にすでに「方形周溝墓」がつくられていたこ

とが、調査によって明らかになっている。
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弥生時代中期 の方形周溝墓

弥生時代中期になっても、引き続き「方形周溝泉」がつくられた。

周囲の溝からは、死者を埋葬する時に祭りに使った土器が多く発見されてい

るっ

埋葬は 7同されており、中央では木構が 2基並んで発見されたっ
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古墳時代前期 の竪穴住居 l■

古墳時代にも多くの人々が生活をしていたことが、住居跡などが発見されて

いることから明らかである。

弥生時代の住居は円形の竪穴住居の例が多いが、古墳時代になると方形のも

のに変わる。

この住居跡は古墳時代前期のもので、奥と左右にベッド状の高まりを作って

いる。屋恨は4本の柱で文えている。 2回以上建てかえをしていることが明ら

かである。
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古墳時代前期 の大溝

東奈良では、古墳時代前期に、幅10m、 深さ3m以上の大規模な溝が,あ ち
こちに掘られていた。調査によって一直線に連らなるものや、枝分かれするも

のがあることが明らかとなっているっ

なぜこのような大溝が必要であったのか、よくわかっていないが、丸木舟が

発見された溝もあり、運河として使用されたことは十分考えられる。

これらの溝は、すべて厚い砂で埋まっており、短時間の内に埋まってしまっ

たと考えられるぅ

東奈良道跡では、古堪t時代前期以後の道物や住居跡などがほとんどみられな

いことも、あるいは、洪水かなにかで一ぺんに大溝が埋まってしまったことと

関係があるのかもしれない。
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古墳時代前期の土器群

大溝以外にも多くの溝が発見されている。

溝の中には、多量の上器が埋まっており、この東奈良遺跡から出土した古墳

時代前期の土器には、壺や姿や高杯などのセット関係や移り変わりを見る上で

重要な資料となるものが多い。
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古墳時代前期 の土拡墓群

東奈良遺跡では、北西から南東に向って掘られた大溝の西側で、 3列で市松

状に掘られた古墳時代前期の上拡墓群が発見されている。

中には土器が多く入っており、これらの上器からみれば、ほとんど同時に作

られたとも考えられる。

この墓は 100基以上あると推定されているが、これほどのえを一時に作らな

ければならないほど人々が死んだのか、そうとすれば原因は何か。大きな「な

ぞ」がひめられていそうである。
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銅鐸鋳型完形品

東奈良違跡が全国的にも注目されるものとなったのは、銅鐸の鋳 型 を は じ

め、鋼丈、ガラス製勾玉の鋳 lilな ど、鋳造にl・kl係する道物が人壁に出上したか

らでもある。

これは I十iに 多くt/9な ぞを持つ

'4物

である銅鐸の鋳イf士が発見され、銅鐸の製狗:

がをi製の鋳型によっておこなわれたことが確認されたことだけにとどまらず、

流水文を描いた鋳型10種のうちには、すでに同じ鋳ユ11か ら製作されていること

が明らかとなっていた、鞘中 1「桜塚壮I土鐸と香川県善通寺市我拝 ll i t i出 上鐸を

製 rド した鋳型のあること。また、豊聞 ||デ気比出_L第 3号鐸を製 rFし た鋳型のあ

ることが明らかになったことに、重要な意義をもつものと言える.

束奈良で製作された銅鐸が、はるか日本海岸、あるいは海を渡って四国へ旅

をしてtヽ る背景をはやく知 1)た いものである.
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桜塚・我拝師山の銅鐸を製作 した鋳型

豊中市桜塚及び呑
'I県
祥通キ巾我十卜肺 ||か ら出上した兄弟の全H鐸を製件:し た

鋳型r



丁み

豊岡市気比出土第 3号鐸を製作した鋳型

(凝灰質砂岩製)

ガラス製勾工の鋳型 (土製)

銅 支 の 鋳 型 (上製)
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鋸歯文で飾 られた銅鐸の鋳型

東奈良出上の銅鐸鋳型は、流水文を描いたものが10種、袈裟欅丈を描いたも

のが 2種ある。

ほとんどが外縁付鉗式に属する 銅鐸としては古い段階のものであるが、こ
の写真の鋳型は、中段階に属する扁平鉦式のものである。材質は他の鋳型と同

じ‖1戸層群中に産出する凝灰質砂岩である。

古い段階の銅蝉には、同じ鉢型で製作したことが明らかなものがかなりあっ

て、これらは、束奈lとで製rFさ れたように石製の携1とが使用された司育ヒ性が強

t｀ ぅ

新段階の銅鐸には、ljL在まで同じ鋳古よで製作されたことが明らかなものはな

い。このことから、製作には石型でなく土型が使用されたと考えられている。

と,段階と新段階の間にあるIII ttσ L式の銅螺にも、同じ鋳型から製作したもの

があるが、古段階に比べて例は少ない。鋳型が7iか ら土に変って行く段階にあ

ると考えられており、このことを知る上でも、重要な迪物である。
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‐
香川県善通寺市我拝師山出土 の銅鐸

束奈良出上の鋳Jlか ら製作されたもので、豊中市桜塚出上の鍋鐸ょりたに製

作されたことが、史様の破損の1萱 合の比較からり!ら かとなっている
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豊中市桜塚出上の銅鐸



豊岡市気比出土第 3号銅鐸

身の中央と両側に縦に連続澗巻文を配し、中央部に横にも連続渦巻史を配し

て、この渦巻文で四分される内に流水文を配している.

束奈良出土の完形の鋳 /11に共通するモチーフがみられる.

中央部右側の連続渦巻文の_ヒ下に銹のため鮮り1て はないが トンボと魚の絵の

あることが確認され、束奈良出上の労 ll lか ら製作されたことが明 らか となっ

た。
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吹田市山田出上の銅鐸

東奈良遺跡の西方の千里
『
陵から出上したもウ)で、この銅鐸 の あ る ことか

ら、東側の平地に弥生時代の集落の停在が予想されていたものである。

袈裟欅文銅鐸で古段階に属するものである.

飢はすべて鋸歯文で飾られ、時期が異なるが、東奈良出上の馬平舞式銅鐸の

鋳型に共通するもの思γみられる。

東奈良で製作された可能性の強いもので、製作された後、他の村へ配られた

のでなく、日らの村で祭に使用され lIPめ られたのであろうュ
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東奈良遺跡出上の弥生時代中期の土器
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東奈良遣跡出上の古墳時代前期の土器



叩   き  板

畿内の弥生 H寺代後期の上骨(は、 lliを 十」き上げて製 rド してぃて、特に発 l~は

11↓ き版で叩いた痕がよく残っているぅ

この十1」板は羽 子仮状にな‖正 したlkに 8木の澁を
'句 'っ

ている今捌質は杉と推定

されているっ

この|lp板が出土するまでは、 移分この様な仮であろうとは像されていたにす
ぎず、当時の土器製作を軒|る Lで 重要なものである

=

-20-



東奈良遺跡位置図  X山田銅鐸出土地


